日本語の原稿タイトルを入れる．

それ以外は，このエリアには何も書かない．
このエリアには何も書かない．
１．ここに　章見出 を記述する
　ここから本文を記述する．

　文体は，「である調」を用いる．
　本文のフォントは，原則，MS 明朝 を用いる．必要に応じてMS ゴシックまたは英語フォント(Century,Arial)を使用して構わない．
　章・節の見出は，MSゴシックまたはArial(英語の場合)を使用する．

本文，見出のフォントサイズは原則9とする．
　章節内で，段落を分ける際には，各段落の先頭にスペース（空白文字）を入れる．
　次章の前１行は，空行にする．
２．ここに　章見出 を記述する
2.1　ここに　節見出 を記述する
　ここから本文を記述する．
　
次節の前１行は空行にする．
2.2　ここに　節見出 を記述する
３．ここに　章見出 を記述する
　(必要に応じて，節見出の前に，本文を記述する．)
3.1　ここに　節見出 を記述する
3.1.1　ここに　見出 を記述する
　ここから本文を記述する．
　次の小節の前の空行は不要である．
3.1.2　ここに　見出 を記述する
ここから本文を記述する．
表・１　表タイトル名
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図表内の文字フォントは，できる限り，MS 明朝を用いる．
図表のタイトルは，MSゴシックまたはArial(英語の場合)とする．
図表は，原稿ページ内の本文中の適当な位置に配置する．ただし，本文中に図表を配置することが難しいや面倒である場合は，原稿の最後にまとめ，別途，図表の配置位置を本文中に明記する．
図表は，白黒印刷して内容を読むことができるものにする．特に，文字サイズ，図表内の色に注意する．
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図・1　図タイトル名１
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４．ここに　章見出　を記述する
参考文献

[1] 著者名(発行年)：参考文献のタイトル, 出版社.
[2] 著者名(発行年)：参考文献のタイトル, 雑誌名，発行号No, ページ.
図・２　図タイトル名２








PAGE  
1

